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六
八
　
（
三
七
四
）

最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
一
下
一

戸
木

田
嘉
久

…
魎
提
起

一
　
労
働
力
「
不
足
」
と
姐
快
別
賃
金
絡
差
「
縮
少
」
の
意
味

　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」

　
Ｂ
　
企
茱
岨
版
別
の
賃
金
俗
差
「
縮
少
」
の
意
味

二
　
椚
対
的
逃
剰
人
口
の
析
山
と
累
秋

　
Ａ
　
柵
対
的
辿
剰
人
口
の
「
反
携
」
と
沈
下
慨
向

　
Ｂ
　
労
働
考
家
炊
の
賃
労
働
老
化
（
以
上
前
号
）

　
Ｃ
　
小
牛
陸
・
小
仰
業
の
分
解
と
賃
労
働
者
化
（
以
下
本
号
）

　
Ｄ
　
宋
族
多
枕
芙
と
そ
の
蹄
胴
性

三
　
低
伐
企
搬
逝
の
ｗ
編
成
と
そ
の
方
向

　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」
閉
魎
の
叱
雌

　
Ｂ
低
貨
分
火
盤
の
町
編
成

　
Ｃ
低
伐
分
峰
帷
の
町
編
伐

締
び
に
か
え
て



　
Ｃ
　
小
生
産
・
小
営
業
の
分
解
と
賃
労
例
者
化

…
資
本
主
義
的
牟
産
の
寮
と
資
本
の
急
速
な
燕
ポ
・
労
禦
震
の
集
か
ら
た
え
ず
症
業
予
狸
を
析
出
し
、
そ
の
賃
労

働
考
化
を
お
し
す
す
め
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
小
生
産
・
小
営
業
の
階
層
分
解
を
す
す
め
、
そ
の
業
主
と
家
族
を
ま
す
ま

す
広
い
範
囲
で
賃
労
働
の
場
に
ひ
き
だ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
奈
く
日
木
の
賃
労
働
給
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
、
農

業
を
巾
心
に
そ
れ
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

縁
後
の
口
木
農
業
は
・
農
地
改
革
に
よ
る
半
封
緒
猛
主
的
土
地
所
有
の
基
本
的
蒜
体
、
広
汎
奮
作
農
的
土
地
所
有
の
確

立
を
擁
と
し
・
対
米
驚
の
圭
で
の
同
家
独
占
資
李
義
の
再
編
・
強
化
を
背
景
と
し
て
、
一
定
の
窪
力
の
震
を
達
成
し

た
・
し
か
し
奈
ら
・
農
民
の
舞
と
生
－
活
は
、
采
麦
に
包
摂
さ
れ
た
小
維
済
・
零
細
農
耕
が
一
幣
に
背
負
わ
さ
れ
る
農

工
…
の
不
均
等
茂
に
く
わ
え
て
・
脊
独
占
に
よ
る
農
｛
の
不
稀
交
捺
大
を
蒜
と
し
た
多
様
葎
取
と
堵
の
粍
、

さ
ら
に
は
杜
会
的
独
伽
を
と
も
な
っ
た
椰
市
的
生
沽
様
式
の
杵
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
破
綻
の
度
を
深
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
集
件
の
も
と
で
・
雌
篶
の
麻
は
最
に
す
す
み
っ
っ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
、
板
く
映
ら
れ
た
一
杵
の

雌
茅
・
猛
耕
地
の
仏
大
な
い
し
篤
化
に
よ
一
て
仰
…
小
産
批
を
仏
大
し
、
資
、
木
稀
を
衣
し
て
土
地
お
よ
び
、
循
の
生

床
力
高
め
・
農
午
推
木
外
で
の
一
以
為
猛
志
め
て
、
辛
じ
て
槻
紡
上
向
を
と
げ
っ
っ
あ
る
。
そ
し
て
他
方
に
、
人
差

の
雌
維
常
は
・
前
述
の
比
斥
に
よ
一
万
帖
蒜
の
蒜
が
た
え
丁
向
す
る
圭
で
、
小
舳
続
叱
か
ら
の
た
え
ざ
る
鮒

脱
．
」
潅
化
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、
薪
な
地
に
し
が
み
っ
い
た
ま
未
計
舳
充
の
た
め
の
兼
着
、
協
、
出
符
脈
、
槻
を
よ
ぎ

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

た
く
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
推
第
…
に
は
、
乍
五
〇
万
か
ら
八
○
万
に
お
よ
ぶ
大
共
例
手
、
れ
茱
か
ら
鮒
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
流

　
　
　
　
韮
の
栗
燕
と
答
萩
逃
一
下
一
一
一
戸
木
田
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
一
三
七
五
一
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七
〇
　
（
三
七
六
）

出
は
、
二
、
三
男
か
ら
跡
取
り
へ
、
さ
ら

に
経
営
主
に
ま
で
急
速
に
拡
大
し
、
日
本

犯
」
尺
業
は
制
度
的
に
解
体
の
様
相
さ
え
み
せ

は
じ
め
て
い
る
（
猪
１
４
表
）
。

側
こ
の
よ
う
に
農
民
と
そ
の
家
族
は
、
破

壊
的
な
勢
い
で
賃
労
働
分
野
へ
流
出
し
つ

っ
あ
る
が
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

年
率
五
劣
を
超
え
る
農
業
人
口
の
流
出
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
戸
数
の
減
少
は
一

九
六
二
年
ま
で
の
最
近
三
ケ
年
を
と
っ
て

み
て
も
年
率
○
・
七
劣
に
と
ど
ま
り
、
け

っ
き
よ
く
第
二
種
兼
茱
農
家
が
い
ち
じ
る

し
く
棚
大
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
（
第
１
５
表
）
。
し
か
も
流
出
が
跡
坂

り
か
ら
経
蛍
主
ま
で
拡
大
さ
れ
る
な
か

で
、
全
流
出
者
の
う
ち
「
雌
家
に
住
み
な

、
が
ら
、
非
雌
茱
に
就
職
す
る
」
形
態
で
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

流
出
が
、
一
九
五
八
年
の
二
八
劣
か
ら
、
六
二
年
に
は
四
六
劣
に
達
し
て
い
る
。

　
兼
業
農
宗
が
、
農
業
以
外
の
賃
労
働
者
に
な
っ
て
も
、
な
お
か
っ
阿
ら
か
の
方
法
で
「
労
働
集
約
」
的
な
零
細
農
耕
に
執
着
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
、
零
細
農
耕
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
賃
労
働
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
げ
で
は
、
活
々
と
し
て
新
し
い
高
度
の
生
活
様
式
が
強
制
さ
れ
て
く
る
も
と
で
、
と
う
て
い
生
活
を
維
持

し
、
労
働
力
を
再
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
都
市
の
労
働
者
世
帯
で
さ
え
、
そ
の
労
働
力
の
再
生
産
の

た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
家
族
多
就
業
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
日
本
の
低
賃
金
水
準
と
不
充
分
な
杜
会
保
障
制
度
の
も
と

で
は
、
零
落
さ
せ
ら
れ
た
農
民
は
、
自
分
は
兼
業
賃
労
働
者
と
な
り
、
主
掃
や
老
人
を
農
業
に
就
業
さ
せ
る
一
種
の
多
就
業
形
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
子
弟
に
し
ろ
業
主
に
し
ろ
、
兼
業
賃
労
働
と
し
て
の
流
出
は
、
中
小
企
業
、

商
店
の
住
込
み
労
働
者
、
人
夫
・
旦
展
た
ど
、
い
わ
ゆ
る
低
賃
金
部
門
に
傾
斜
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
（
第
１
６
表
）
、
最
近
で
は
、

季
節
出
稼
・
人
夫
旦
雇
と
し
て
の
流
出
が
さ
ら
に
目
立
っ
て
き
て
い
る
（
第
１
７
表
）
。
こ
の
よ
う
な
兼
業
賃
労
働
の
お
か
れ
て
い
る
客

観
的
な
諸
条
件
の
ゆ
え
に
、
農
家
は
零
細
な
土
地
を
い
っ
そ
う
強
く
、
最
後
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
死
守
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
倒
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
資
本
制
生
産
の
発
展
に
と
も
な
う
農
民
層
分
解
、
兼
業
賃
労
働
者
化
は
、
戦
後
の
日
本
の
低
賃
金
を
、

ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
の
日
本
農
業
は
、
労
働
者
階
級
が
就
業
人
口
の
過
半
数
を
超
え
る
現

在
で
は
、
戦
前
の
目
本
農
業
が
、
そ
の
半
封
建
的
な
高
率
小
作
料
と
半
隷
農
的
生
活
水
準
に
よ
っ
て
、
植
民
地
以
下
的
低
賃
金
を
規

定
し
た
よ
う
た
決
定
的
た
意
味
を
、
戦
後
の
賃
金
に
た
い
し
と
う
ぜ
ん
も
ち
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
農
業
制
度
の
事
実
上
の

解
体
と
も
い
う
べ
き
事
態
を
背
景
に
、
資
本
主
義
生
産
の
急
激
な
発
展
と
と
も
に
ー
広
汎
に
析
出
さ
れ
っ
っ
あ
る
兼
業
賃
労
働
が
、
い

ぜ
ん
と
し
て
日
本
の
低
賃
金
の
重
要
な
基
盤
と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
げ
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
三
七
七
）
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Ｈ
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■
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コ
；
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査
　
業
　
必
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芦
　
木
　
木

　
ｈ
．
１
く

　
－
上
　
〕

〃
一
註一
〔

　
　
七
二
　
（
三
七
八
）

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
面
的
な
論

証
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
一
っ

の
具
体
例
と
し
て
、
最
近
の
Ｋ
製

鉄
千
葉
工
場
に
お
け
る
作
業
請
負

労
働
者
（
杜
外
工
）
と
周
辺
農
村
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

こ
う
。
同
工
場
の
労
働
力
構
成
も

他
の
欽
鋼
独
占
と
お
な
じ
く
、
一

九
五
三
年
以
降
に
お
け
る
杜
外
工

の
い
ち
じ
る
し
い
増
大
を
反
映
し
、

一
九
六
三
年
木
に
は
、
全
労
働
者

数
一
八
、
一
五
五
名
の
う
ち
親
企

業
労
働
者
は
六
六
・
二
％
、
破
り

三
三
・
八
劣
は
作
茉
請
負
企
茱
の

常
用
丁
、
鮒
時
〕
．
帷
と
い
う
状
態

で
あ
る
、
だ
が
、
両
考
の
労
働
市

場
は
全
く
対
照
的
で
あ
り
、
親
企



業
労
働
者
が
職
安
経
由
で
全
国
に
ま
た
が
る
開
放
的
市
場
を
形
成
す
る
の
に
た
い
し
（
一
九
六
二
年
一
月
－
七
月
枕
職
者
は
、
一
〇
〇
弓
職

安
経
由
）
・
作
業
請
負
労
働
者
の
約
九
〇
％
ま
で
が
、
本
工
の
紹
介
に
よ
り
県
内
を
給
源
と
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
前
職
別
構
成
で

は
農
業
出
身
者
・
兼
茉
賃
労
働
が
、
作
業
請
負
の
常
用
工
で
三
三
・
一
％
（
工
員
四
四
．
七
％
、
人
夫
．
日
雇
六
．
○
％
）
、
お
な
じ
く
臨

時
旦
雇
で
は
八
三
・
三
劣
（
人
夫
日
雇
五
・
六
完
、
工
員
四
・
八
％
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
欽
鋼
独
占
に
よ
る
段
階
的
な
低
賃
金
利
用
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

農
民
屑
分
解
・
兼
業
賃
労
働
化
と
の
不
可
欠
な
対
応
関
係
が
把
握
さ
れ
る
。

↑
Ｄ
経
済
の
「
高
度
成
長
」
が
不
可
避
的
に
ひ
き
お
こ
し
っ
っ
あ
る
小
生
産
の
階
屑
分
解
、
そ
の
業
主
と
家
族
の
賃
労
働
者
化
を
、
農

業
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
事
態
は
、
基
本
的
に
郁
市
の
手
工
業
や
白
営
商
業
に
も
貫
徹
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
。
総
雅
府
「
就
業
構
辿
基
本
調
査
」
（
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
と
、
ｎ
営
業
主
（
但
し
農
業
を
含
む
）
八
八
六
万
人
の
年
問

平
均
所
得
は
わ
ず
か
二
八
万
円
、
年
問
二
四
万
円
以
下
層
が
五
五
％
を
占
め
て
お
り
、
　
（
雇
用
労
働
者
二
、
三
四
三
万
人
の
平
均
所
得
は

二
九
万
円
、
二
四
万
円
以
下
は
五
一
％
）
、
都
市
白
営
業
者
の
多
く
も
ま
た
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
賃
労
働
者
化
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
よ

う
な
条
件
下
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
事
実
、
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
第
三
次
産
茉
で
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
六
二

年
に
か
け
て
業
主
一
九
万
六
千
の
減
、
家
族
従
業
者
九
万
の
増
加
、
差
引
き
一
〇
万
六
千
人
の
減
と
い
う
救
他
が
記
録
さ
れ
て
い

る
・
し
か
も
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
も
、
農
業
の
ぼ
あ
い
と
同
じ
班
由
に
よ
っ
て
、
缶
実
上
解
体
に
ひ
ん
し
た
ｎ
営
業
に
あ
く
ま
で
し

が
み
っ
き
な
が
ら
、
兼
茉
賃
労
働
の
形
態
で
い
わ
ゆ
る
「
三
ち
ゃ
ん
農
茉
」
式
の
宗
族
多
就
茱
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
・
そ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
最
近
四
年
…
に
第
三
次
雌
茱
で
茱
七
が
約
Ｌ
ｌ
九
万
減
じ
た
の
に
、
第
三
次
帷
茉
に
お
け

る
ｎ
営
茱
の
す
く
な
く
と
も
六
割
以
上
を
占
め
る
と
み
ら
れ
る
「
卸
・
小
、
几
茱
」
で
（
一
九
六
〇
年
、
旧
幼
洲
介
に
ょ
る
）
、
一
－
川
人

の
零
細
企
業
教
が
一
九
六
〇
年
か
ら
六
二
年
の
…
に
約
二
万
二
千
し
か
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
惟
定
さ
れ
る
。
と
も
あ

　
　
　
　
最
近
の
資
本
苓
秋
と
低
賃
金
彬
逝
（
下
）
（
戸
木
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
、
二
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
三
八
○
）

れ
、
資
本
主
義
生
産
の
急
激
な
発
展
は
、
こ
の
面
で
も
低
賃
金
労
働
の
基
盤
を
拡
大
し
っ
っ
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
農
民
層
分
解
の
詳
細
な
分
析
は
、
大
藪
輝
雄
「
現
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
特
質
」
立
命
館
経
済
学
第
十
二
巻
第
五
．
六
号
参
照
。

　
　
（
２
）
　
一
九
六
四
年
「
経
済
白
書
」
六
九
－
七
〇
頁
。

　
　
（
３
）
　
井
上
晴
丸
教
授
は
、
農
民
が
賃
労
働
者
と
な
り
な
が
ら
、
耕
地
を
手
離
さ
ぬ
理
由
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
　
「
兼
業
農
家

　
　
が
農
外
の
賃
金
労
働
者
に
な
っ
て
も
土
地
を
手
放
さ
な
い
一
つ
の
要
因
は
、
わ
が
国
の
賃
金
水
準
の
杜
会
的
変
化
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
、

　
　
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、
杜
会
保
障
の
貧
困
に
よ
っ
て
生
活
が
不
安
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
」
。
井
上
晴
丸
「
現
段
階
に
お
け
る
日
本

　
　
農
業
」
．
北
京
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
紙
上
参
加
論
文
・
京
都
民
科
経
済
部
会
ニ
ュ
ー
ス
第
一
号
。

　
　
（
４
）
　
な
お
、
念
の
た
め
補
足
す
れ
ば
、
農
業
出
身
者
を
耕
作
反
別
に
み
る
と
、
作
業
請
負
常
用
工
で
は
三
反
－
十
反
層
に
集
中
し
て
い
る
の
に

　
　
　
た
い
し
、
作
業
請
負
日
雇
で
は
五
反
－
十
五
反
層
に
集
中
し
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
耕
作
反
別
か
ら
し
て
賃
労
働
者
化
の
程
度
を
深
め
ざ
る
を

　
　
え
ず
、
後
者
は
お
な
じ
理
由
か
ら
相
対
的
に
兼
業
的
性
格
が
強
い
わ
け
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
統
計
数
字
は
、
芳
村
明
ほ
か
四
氏
の
「
製
鉄
業
に

　
　
　
お
げ
る
作
業
請
負
の
構
造
と
機
能
」
（
一
九
六
四
年
杜
会
政
策
学
会
秋
季
大
会
報
告
）
に
よ
る
。

　
Ｄ
　
家
族
多
就
業
と
そ
の
階
層
性

い
資
本
の
高
度
蓄
積
過
程
が
、
資
本
主
義
企
業
部
門
で
ど
の
よ
う
に
相
対
的
過
剰
人
口
を
析
出
し
つ
つ
あ
る
か
、
さ
ら
に
労
働
者
世

帯
．
農
家
世
帯
．
都
市
自
営
業
世
帯
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
一
家
総
働
き
の
体
制
が
っ
づ
ら
れ
っ
っ
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
現
在
の
日
本
の
低
賃
金
が
、
「
白
書
」
式
の
論
埋
と
現
状
分
析
が
予
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
簡
単
に
解
消
さ
れ
な
い
こ
と

を
示
す
た
め
で
あ
る
。

　
だ
が
、
低
賃
金
が
た
え
ず
再
生
産
さ
れ
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
分
析
と
し
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
さ
ら

に
、
労
働
者
階
級
の
世
帯
に
し
ろ
、
小
生
塵
・
小
営
茉
の
此
帯
に
し
ろ
、
資
本
主
義
生
陸
の
売
展
が
も
た
ら
し
た
労
働
力
の
再
生
塵

費
用
の
増
大
、
す
な
わ
ち
労
働
力
の
伽
惟
の
増
大
に
た
い
し
て
、
広
汎
な
「
家
族
総
労
働
」
を
そ
の
主
た
る
対
応
策
と
し
な
が
ら
、



、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

ま
が
り
な
り
に
も
労
働
力
の
再
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
箏
惜
を
考
慮
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
と
り
わ
げ
、
そ
の
労
働
力
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

生
産
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
柑
の
所
得
階
胴
に
応
じ
て
、
低
所
得
世
柑
に
い
た
る
ほ
ど
、
よ
り
「
萎
縮
せ
る
形
態
」
で
の
再
生
産
に
と

ど
ま
る
、
と
い
う
事
情
が
考
慮
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
た
い
。
こ
こ
か
ら
、
　
っ
ぎ
の
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。
家
族
を
も
ふ
く
め
て
、
よ
り

「
萎
縮
せ
る
形
態
」
で
し
か
労
働
力
を
再
生
産
で
き
ぬ
低
所
得
階
屑
で
は
、
家
族
就
労
者
も
ま
た
そ
の
「
萎
縮
せ
る
形
態
」
で
の
労

働
力
の
再
生
産
の
故
に
、
そ
れ
に
照
応
し
た
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
労
働
市
場
に
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
し
か
も
、
そ
の
状
態
は

た
え
ず
再
生
産
さ
れ
る
、
と
。

　
こ
の
よ
う
な
低
所
得
階
層
に
お
げ
る
労
働
力
の
再
生
陸
条
件
は
、
他
方
に
お
げ
る
相
対
的
過
剰
人
口
法
則
の
貫
徹
に
ゴ
る
労
働
力

の
「
反
携
」
と
沈
下
の
慎
向
と
結
合
し
、
広
汎
な
停
滞
的
過
剰
人
口
層
を
形
成
す
る
。
そ
の
こ
と
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
機
構

と
機
能
や
、
系
列
・
下
請
・
杜
外
工
制
度
等
々
を
通
ず
る
独
占
資
本
の
激
し
い
収
奪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
資
本
を
執
鋤
に
残
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

・
再
生
さ
せ
る
賃
労
働
の
側
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
「
二
重
構
造
の
堪
礎
は
失
な
わ
れ
た
」
な
ど

と
、
簡
単
に
言
い
き
る
わ
げ
に
は
い
か
な
い
。

吻
と
こ
ろ
で
、
前
述
す
る
よ
う
な
世
帯
の
所
得
階
屑
な
い
し
杜
会
的
階
層
と
家
族
就
業
の
関
係
は
、
現
実
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み

せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
論
証
と
し
て
、
こ
こ
で
は
八
幡
大
学
清
山
卓
郎
氏
の
調
査
報
告
「
北
九
州
工
業
地
帯
に
お
け
る
失
業

と
低
賃
金
労
働
の
実
態
」
（
一
九
六
四
年
五
月
）
に
捉
二
小
さ
れ
て
い
る
数
字
を
借
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
清
山
氏
は
、
こ
の
報
告
の
な

か
で
、
中
小
企
業
労
働
者
世
帯
、
失
対
労
働
者
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族
就
業
者
の
就
業
内
容
を
追
求
し
、

「
北
九
州
工
業
地
帯
の
低
所
得
労
働
者
屑
に
お
け
る
家
族
就
茉
は
一
般
に
低
賃
金
郁
門
に
い
ち
じ
る
し
く
集
中
し
て
い
る
」
と
結
論

　
　
　
（
３
）

し
て
い
る
。
し
か
も
、
同
報
告
は
、
生
活
保
護
層
へ
と
労
働
者
階
屑
が
下
降
す
る
に
し
た
が
い
、
家
族
の
就
業
先
も
そ
れ
に
応
じ
て

　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
貿
金
構
遣
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
三
八
一
）
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立
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四
号
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子女子刀

｝
隻

一
、
一
．
口

保活生寸
上
メ

ニ
＼

ク尻企ト〃弓

一
、
一
口

呆ｆ斤
、
ゴ４士

上
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．
＼
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■
１
＾
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甘

Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ

Ｏ
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Ｏ
　
　
「
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２
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２
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Ｌ
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月２年
６
４

１
９

臥レ」旗尖
の

ハ
ノ

＼
一
」

｛
壬
司
イ
よ

氏一業失るけお
に帯地次

丁しプヒ「

与
卜

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
三
八
二
）

低
賃
金
部
門
な
い
し
職
種
へ
集
中
し
て
い
る
こ
と

も
、
っ
ぎ
の
賃
金
階
屑
別
分
布
に
よ
っ
て
示
し
て
い

る
（
埼
１
８
表
）
。

　
こ
の
表
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
何
ら
説
閉
を
必
要

と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
私
の
言
い
た

い
こ
と
は
こ
う
で
あ
る
。
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

子
弟
は
、
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
と
し
て
再
生
産
さ

れ
、
労
働
者
階
級
の
子
弗
は
労
働
者
階
級
と
し
て
再

生
産
さ
れ
る
。
し
か
も
労
働
者
階
級
や
小
ｎ
営
業
の

内
榊
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
所
得
陪
胴
に
照
応
し
て
、

肉
体
的
・
精
神
的
に
「
萎
締
せ
る
形
態
」
で
の
労
働

力
の
再
化
雌
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
納
火
、
低
所
得
陪

胴
の
子
弟
は
、
多
く
の
ぼ
あ
い
低
貨
企
労
側
者
と
し

て
、
あ
る
い
は
ま
た
、
初
か
ら
停
淋
的
過
剰
人
口
胴

と
し
て
町
小
叱
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
も
私
た
ち
は
、
肚
近
の
仔
沽
の
“
屹
成

艮
が
そ
の
よ
う
な
低
所
糾
附
榊
の
吹
辺
を
な
す
生
沽



保
護
膚
を
・
そ
の
適
格
基
準
の
低
さ
と
収
入
認
定
原
川
の
厳
格
な
適
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
四
年
「
厚
生
白
書
」
は
、
「
三
七
年
度
に
っ
い
て
み
る
と
月
平
均
保
護
世
帯
数
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

保
護
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
六
二
万
四
千
世
帯
、
一
六
七
万
四
、
○
○
○
人
と
前
年
度
に
比
し
一
万
世
帯
、
三
万
人
の
増
加
を
示
し
た
」

と
記
し
て
い
る
。

閉
資
本
蓄
積
と
棚
対
的
過
剰
人
口
に
関
す
る
分
析
を
し
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
私
は
さ
ら
に
産
業
循
環
の
局
面
に
関
し
て
、
二
一
一
口
だ

げ
っ
げ
く
わ
え
て
お
き
た
い
。
私
が
以
上
で
あ
き
ら
か
に
し
た
の
は
、
資
本
蓄
積
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
過
杜
、
す
な
わ
ち
、
資

本
に
よ
る
労
働
者
の
「
吸
引
」
が
、
そ
の
反
携
よ
り
も
大
規
模
に
す
す
ん
で
い
る
過
程
の
な
か
で
も
、
資
本
に
よ
る
労
働
者
の
よ
り

大
き
い
吸
引
は
、
そ
の
よ
り
大
き
い
「
反
携
」
と
結
び
っ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
資
本
士
上
義
的
生
産
の
溌
展

は
・
周
知
の
よ
う
に
必
然
的
に
産
茉
循
環
の
沈
滞
期
と
恐
慌
を
坪
び
お
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
戦
後
日
本
資
本
主
義
は
、

国
家
独
占
資
木
主
義
の
も
と
で
循
環
の
形
態
が
変
化
せ
ら
れ
、
何
度
か
の
循
環
的
な
低
下
を
経
験
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
、
過
渡

的
な
上
昇
過
杵
を
っ
づ
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
的
生
産
の
基
本
的
矛
盾
は
と
り
の
ぞ
か
れ
て
い
な
い
ぼ
か
り
か
、
む
し
ろ

沫
刻
に
蓄
債
さ
れ
っ
っ
あ
る
。
そ
の
矛
盾
は
、
や
が
て
爆
売
せ
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
局
廊
で
は
一
、
張
本
に
よ
る
労
働
者

の
「
反
携
」
が
、
吸
引
よ
り
大
き
な
焼
模
で
す
す
む
。
し
た
が
っ
て
そ
の
局
面
で
は
、
「
山
書
」
流
の
諭
〃
と
分
析
は
、
労
働
者
階

級
の
状
態
の
「
改
善
」
や
「
二
煎
構
辿
」
の
「
解
消
」
に
っ
い
て
岨
象
の
仮
象
さ
え
ふ
り
ま
わ
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
主

張
の
偽
嚇
仕
を
［
日
の
下
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
箏
一
巻
嫡
四
市
第
三
節
、
長
谷
椰
沢
、
口
評
版
第
二
分
冊
五
七
頁
。

一
２
一
独
暮
本
麦
の
下
で
、
中
小
資
本
が
箒
、
坪
す
る
采
の
側
の
洋
に
っ
い
て
は
、
鶉
「
絆
采
上
義
と
中
小
資
本
一
忠
思

　
最
近
の
汽
本
苓
欲
と
低
賃
金
撚
造
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
三
八
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
三
八
四
）

　
一
九
六
〇
年
二
月
号
五
二
－
五
三
頁
参
照
。

（
３
）
　
江
口
英
一
氏
も
東
京
都
足
立
区
の
一
地
域
一
九
八
世
帯
の
調
査
（
一
九
六
二
年
）
か
ら
同
様
の
結
論
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
江
口
氏
に
よ

　
れ
ば
、
同
地
域
で
は
、
「
資
本
制
家
内
労
働
者
」
「
単
純
労
働
者
」
「
工
場
労
働
老
・
下
」
（
一
０
１
二
九
人
規
模
製
造
業
被
用
者
・
男
子
・
女
子

　
全
部
）
「
建
設
職
人
」
「
建
設
以
外
の
職
人
」
（
九
人
以
下
の
手
工
業
者
、
具
体
的
に
は
仏
具
師
、
木
彫
師
、
家
具
製
造
工
等
）
「
浮
浪
的
自
営
業

　
者
」
お
よ
び
「
使
用
人
」
を
「
不
安
定
階
層
」
と
す
る
と
、
　
一
九
八
世
帯
の
う
ち
一
一
一
世
帯
、
五
六
％
が
、
「
不
安
定
階
層
」
で
あ
っ
た
が
、

　
こ
れ
ら
「
不
安
定
階
層
」
　
の
世
帯
員
の
就
業
先
は
、
八
五
％
ま
で
　
「
不
安
定
」
陪
脳
的
職
業
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
た
い
し
残
り
八
七
世
帯
の

　
「
一
般
階
層
」
で
は
、
世
帯
員
の
就
業
先
が
「
不
安
定
」
階
層
的
職
業
で
あ
っ
た
も
の
は
約
五
〇
％
で
あ
っ
た
。
江
口
英
一
「
生
活
水
準
一
貧

　
困
論
へ
の
反
省
」
経
済
評
論
一
九
六
四
年
二
月
号
。

（
４
）
　
一
九
六
四
年
「
厚
生
白
書
」
一
五
四
頁
。

三
　
低
賃
金
構
造
の
再
編
成
と
そ
の
方
向

　
生
産
拡
張
↓
雇
用
増
↓
賃
金
増
．
格
差
縮
少
、
こ
う
い
う
い
わ
ぼ
資
本
家
階
級
の
古
典
的
な
論
理
の
上
に
構
築
さ
れ
た
「
白
書
」

式
の
現
状
分
析
が
、
い
か
に
現
象
の
楯
の
一
面
し
か
見
て
い
な
い
か
を
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
だ
が
、
以
上
の
現
状
分
析
は
、

「
白
書
」
の
い
う
労
働
力
「
不
た
」
閉
題
が
、
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
何
ら
閉
題
と
す
る
に
価
い
し
な
い
と
、
い
わ
ん
が
た
め
の
も

の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
、
当
面
す
る
労
働
市
場
・
賃
金
問
題
の
焦
点
は
、
独
占
資
本

が
、
　
一
方
で
は
、
「
向
蒔
」
流
の
淋
〃
と
分
析
に
よ
っ
て
「
礼
会
的
繁
栄
」
の
幻
想
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
労
働
力

「
不
足
」
の
閉
趣
を
テ
コ
と
し
て
低
賃
企
構
辻
の
再
編
成
を
倣
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
白
揖
」
流
の
論

珊
分
析
が
皿
八
し
て
い
る
役
割
は
、
ま
さ
に
逃
行
し
つ
つ
あ
る
こ
の
低
貨
金
構
造
の
再
編
・
強
化
の
方
向
を
蔭
蔽
す
る
こ
と
に
あ
る
と

い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。



　
そ
こ
で
私
た
ち
の
ま
え
に
は
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
課
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
力
「
不
足
」
問
題
は
、
低
賃
金
構
造
の

再
編
成
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
低
賃
金
構
造
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
で
再
編
成
さ
れ

っ
っ
あ
る
の
か
。
以
下
で
は
、
も
は
や
そ
の
内
容
を
詳
細
に
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
の
骨
格
だ
け
は
画
き
あ
げ
て
お
く
こ
と
に

し
よ
う
。

　
Ａ
　
労
働
力
「
不
足
」
問
題
の
位
置

　
す
で
に
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
労
働
力
「
不
足
」
問
題
の
実
質
は
、
「
過
剰
労
働
力
は
急
速
に
消
減
し
っ
っ
あ
る
」

と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
独
占
的
大
企
業
に
よ
る
若
手
労
働
力
の
独
占
が
、
中
小
企
業
に
お
げ
る
若
手
労
働
力
の
「
不
足
」
を
乎

び
お
こ
し
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
占
資
本
と
そ
の
政
府
は
、
な
普
労
働
力
「
不
足
」
問
題
を
や
か
ま
し
く

と
り
あ
げ
る
の
か
。
そ
れ
に
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。

　
第
一
、
独
占
的
大
企
業
じ
た
い
は
労
働
力
構
成
の
若
返
り
に
よ
っ
て
総
支
払
賃
金
、
平
均
賃
金
の
節
約
に
一
定
の
成
果
を
お
さ
め

た
も
の
の
、
他
方
で
、
若
手
労
働
力
の
求
人
難
に
よ
る
中
小
企
業
賃
金
の
相
対
的
な
一
時
的
な
上
昇
さ
え
も
が
、
「
開
放
体
制
」
下

で
国
際
市
場
戦
へ
乗
り
出
し
、
帝
国
主
義
的
復
活
の
道
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
日
本
独
占
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、
負
担
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
系
列
・
下
請
下
の
中
堅
的
な
中
小
企
業
賃
金
の
相
対
的
上
昇
を
一
時
的
に
し
ろ
抑
制

す
る
た
め
に
、
若
手
労
働
力
・
中
年
労
働
力
の
効
率
的
利
用
を
独
占
資
本
と
し
て
も
考
え
ざ
る
を
え
た
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
第
二
、
し
か
も
独
占
的
な
大
企
業
に
お
け
る
労
働
力
構
成
の
若
返
り
政
策
は
、
一
九
六
〇
年
以
前
ま
で
の
雇
入
れ
制
限
に
よ
る
労

働
力
構
成
の
老
令
化
を
是
正
す
る
一
時
的
な
政
策
で
は
な
い
。
年
功
賃
金
・
終
身
雇
用
制
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
動
き
か
ら
も
明
ら

　
　
　
最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
三
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
靖
十
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
三
八
六
）

か
な
よ
う
に
、
最
近
の
「
技
術
革
新
」
に
よ
る
労
働
過
程
の
技
術
的
条
件
の
変
化
に
照
応
し
た
、
資
本
に
と
っ
て
も
っ
と
も
効
率
的

な
労
働
力
構
成
を
、
労
働
力
の
適
切
な
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
恒
常
的
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
独
占
資
本
と
し
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
若
手
の
低
賃
金
労
働
力
が
曲
豆
富
に
獲
得
さ
れ
る
こ
と
に
、
深
い
関
心
を
示
さ
ざ

る
を
え
な
い
。
し
か
る
に
予
想
さ
れ
る
塊
実
は
、
一
九
六
六
年
以
降
、
新
規
学
卒
者
の
絶
対
数
が
減
少
傾
向
に
転
ず
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
靖
１
９
表
）
。
こ
れ
は
、
杜
会
的
強
制
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
現
代
の
生
活
様
式
と
低
賃
金
と
の
矛
盾
が
、
勤
労
者
世
帯
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
）

し
、
前
述
し
た
家
族
多
就
茉
形
態
と
と
も
に
マ
ル
サ
ス
的
な
「
家
族
計
画
」
を
強
捌
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
は
皮
肉
な
こ

と
に
、
こ
の
近
い
将
来
に
お
け
る
搾
取
材
料
の
不
足
を
、
い
よ
い
よ
心
配
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
）
　
人
　
千
唄
（
希職就者業

卒
し
校
通
学
児
規
の
新
者
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第
三
、
独
占
的
な
大
企
業
に
お
け
る
労
働
力
構
成
の
若
返
り
政

策
が
、
現
在
の
資
本
主
義
的
「
技
術
革
新
」
の
も
と
で
は
た
ん
に

一
時
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
労
働
力
構
成
の
恒
久
的
な
再
編

成
で
あ
り
、
し
か
も
他
方
に
新
規
学
卒
労
働
力
の
絶
対
敬
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
中
小
企
茱
に
お
け
る
若
手
労
働
力
の

「
不
足
」
は
今
後
も
持
続
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

中
小
企
業
と
し
て
は
、
全
体
と
し
て
そ
の
労
働
力
構
成
を
ひ
き
つ

づ
き
中
高
令
屑
へ
倣
斜
さ
せ
て
ゆ
か
ざ
る
．
を
え
な
い
。
独
占
資
本

と
し
て
は
、
こ
う
い
う
全
体
的
な
倣
向
の
な
か
で
、
い
い
か
え
れ

ぼ
、
中
小
企
業
が
安
場
に
若
手
低
賃
金
労
働
の
人
海
戦
術
を
と
り



え
な
く
な
っ
て
い
る
条
件
の
も
と
で
、
す
く
な
く
と
も
系
列
・
下
請
の
中
堅
的
な
中
小
企
業
に
関
し
て
、
独
占
的
な
高
利
潤
の
獲
得

に
と
っ
て
も
っ
と
も
効
果
的
な
、
恒
久
的
な
労
働
力
対
策
を
う
ち
た
て
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。

　
労
働
力
「
不
足
」
問
題
は
、
本
質
的
に
は
以
上
に
み
る
よ
う
に
独
占
資
本
の
執
鋤
な
低
賃
金
要
求
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
単
な

る
生
産
に
対
す
る
労
働
力
人
口
の
伸
び
お
く
れ
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
い
。
戦
後
の
低
賃
金
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
み
だ
し
た
生

産
に
た
い
す
る
労
働
力
人
口
の
伸
び
お
く
れ
を
、
独
占
資
本
の
利
益
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
げ
と
め
、
日
本
の
低
賃
金
構
造
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

の
よ
う
に
再
編
成
す
る
か
、
労
働
力
「
不
足
」
問
題
の
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
一
九
六
四
年
「
厚
生
白
書
」
に
よ
る
と
、
人
工
妊
娠
中
絶
件
数
は
、
一
九
四
九
年
の
二
四
万
六
千
件
か
ら
五
三
年
に
は
一
〇
六
万
八
千
件

　
　
に
た
っ
し
、
以
来
毎
年
約
一
〇
〇
万
件
か
ら
一
一
〇
万
件
台
を
記
録
し
て
い
る
。
し
か
も
坂
寄
俊
雄
教
授
は
、
こ
の
ほ
か
に
統
計
数
字
に
あ
ら

　
　
わ
れ
ぬ
中
絶
件
数
を
年
問
約
一
〇
〇
万
件
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

　
Ｂ
　
低
賃
金
基
盤
の
再
編
成

　
私
は
、
日
本
の
低
賃
金
構
造
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
低
賃
金
の
基
盤
と
低
賃
金
の
決
定
機
構
と
い
う
、
二
っ
の
構
成
部
分
を
統
一

し
た
概
念
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
独
占
資
本
が
提
起
し
て
い
る
労
働
力
「
不
足
」
問
題
は
、
こ
の
両
者
の
う
ち
、
主
と
し

て
低
賃
金
の
某
盤
に
か
か
わ
る
閉
題
、
す
な
わ
ち
低
賃
金
基
盤
の
再
編
成
と
強
化
を
は
か
る
こ
と
を
、
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
独
占
資
本
と
そ
の
政
府
は
、
労
働
力
「
不
足
」
閉
腫
を
テ
コ
と
し
な
が
ら
、
戦
後
の
低
賃
金
基
盤

を
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
再
編
成
・
倣
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

旧
箪
一
に
は
、
若
手
労
働
力
の
「
不
だ
」
に
た
い
す
る
当
面
の
措
置
と
し
て
の
、
労
働
力
「
流
動
化
」
政
策
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ

し
あ
た
り
、
二
つ
の
方
向
を
と
っ
て
低
賃
金
茱
．
盤
の
仰
編
成
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
最
近
の
籔
本
蓄
積
と
低
汽
金
搬
逃
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
三
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
三
八
八
）

　
そ
の
っ
一
は
、
産
業
問
・
規
模
問
・
地
域
問
に
お
い
て
労
働
力
の
流
動
性
を
高
め
る
と
い
う
名
目
で
、
独
占
的
な
大
企
業
、
そ
の

系
列
下
に
あ
る
中
堅
的
な
中
小
企
業
へ
む
け
て
、
若
手
労
働
力
の
集
中
を
は
か
ろ
う
と
す
る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
産
業
別

・
規
模
別
・
地
域
別
の
雇
用
計
画
の
樹
立
、
大
型
電
子
計
算
機
や
全
国
的
な
デ
ー
タ
伝
送
網
を
そ
な
え
た
労
働
市
場
セ
ソ
タ
ー
の
設

置
等
々
の
施
策
が
、
「
経
済
白
書
」
が
か
か
げ
る
っ
ぎ
の
よ
う
な
発
想
と
結
び
っ
く
と
き
、
ど
う
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
考
え

て
み
る
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。
「
白
書
」
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
労
働
力
の
給
源
の
底
が
み
え
て
く
れ
ぼ
、
生
産
を
高
め
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

は
…
－
…
生
産
性
の
低
い
部
門
か
ら
、
高
い
部
門
へ
の
労
働
力
の
移
動
が
必
要
に
な
る
」
と
。

　
い
ま
一
っ
は
、
中
高
令
層
の
流
動
化
を
そ
の
雇
用
問
題
の
解
決
を
重
点
的
に
す
す
め
る
と
い
う
名
目
で
、
独
占
的
な
大
企
業
に
お

げ
る
中
高
令
層
の
排
除
を
さ
ら
に
容
場
に
し
な
が
ら
、
中
高
令
層
を
労
働
力
「
不
足
」
の
深
刻
な
小
企
業
へ
組
織
的
に
投
入
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
杣
対
的
な
賃
金
上
昇
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
中
高
令
屑
問
題
が
杜
会
問
題
化
す
る
の
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
方
向
で
あ
る
。
労
働
省
の
「
新
労
働
政
策
」
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
　
「
中
高
年
労
働
者
対
策
と
し
て
、
中
高
年
令
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
た
め
の
麿
附
謄
於
、
脚
魯
小
掛
定
、
こ
れ
ら
の
職
種
に
対
す
る
若
年
労
働
者
の
就
業
規
制
、
中
高
年
者
の
優
先
採
用
（
政
府
機
関
が

卒
先
）
な
ど
の
方
法
を
と
る
」
（
傍
点
筆
者
、
毎
日
新
聞
一
九
六
四
年
六
月
三
日
）
。
若
年
労
働
者
を
「
就
業
規
制
」
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
生

産
性
の
高
い
部
門
へ
移
動
さ
せ
、
そ
の
上
で
中
高
令
者
の
「
適
職
確
保
」
「
職
種
の
指
定
」
を
や
る
と
す
れ
ぼ
、
　
こ
れ
は
結
局
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
か
。
中
高
令
層
は
中
小
企
業
へ
ゆ
け
と
い
う
こ
と
だ
し
、
中
小
企
業
は
中
高
令
労
働
者
を
雇
用
し
ろ
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

似
第
二
に
、
労
働
力
「
不
足
」
に
対
時
し
、
低
賃
金
の
某
盤
を
再
編
成
す
る
た
め
の
、
よ
り
恨
木
的
な
政
災
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
一
っ
は
、
農
業
に
た
い
す
る
構
辿
「
改
善
」
政
策
で
あ
り
、
い
ま
一
っ
は
、
巾
小
企
業
の
「
近
代
化
」
政
策
で
あ
る
。



　
し
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
賓
本
主
義
は
畏
業
に
二
っ
の
任
務
を
課
す
る
。
そ
の
一
っ
は
、
安
い
労
働
力
を
供
給
す
る
こ
と
で

あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
安
い
食
糧
を
生
産
さ
せ
低
賃
金
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
理
在
の
農
業
「
構
造
」
改
善
政
策
は
、
従
属
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

性
格
を
強
く
き
ざ
み
こ
ま
れ
た
ア
メ
リ
ヵ
余
剰
畏
産
物
の
輸
入
圧
力
を
テ
コ
と
し
て
、
こ
の
課
題
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
方
で
は
、
家
族
多
就
業
、
零
細
農
耕
と
賃
労
働
兼
業
に
よ
っ
て
辛
じ
て
生
活
を
維
持
す
る
貧
農
を
土
地
か
ら
剥

離
し
、
資
本
の
自
由
な
搾
取
材
料
と
し
て
農
村
か
ら
追
放
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
一
部
富
農
の
上
向
的
発
展
・

農
業
の
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
、
農
産
物
の
生
産
価
格
を
切
下
げ
、
賃
金
を
抑
制
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
だ
が
、
農
業
構
造

「
改
善
」
政
策
は
、
お
そ
ら
く
、
結
果
と
し
て
は
第
二
の
課
題
は
塀
決
し
え
ず
、
専
ら
農
村
に
お
け
る
梢
対
的
過
剰
人
口
の
排
出
口

を
拡
大
し
、
い
わ
ぼ
笏
二
の
「
原
始
蓄
積
、
過
程
」
を
再
硯
す
る
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
た
ら
、
農
工
閉
の
板
端
な
不
均
等
発

展
と
独
占
の
系
統
的
な
搾
取
が
激
し
さ
を
く
わ
え
る
な
か
で
、
富
悠
の
上
向
的
禿
展
は
す
で
に
頭
う
ち
を
み
せ
て
い
る
し
、
こ
れ
に

た
い
し
政
府
は
、
「
比
較
生
産
性
の
低
い
も
の
を
輪
人
す
る
」
　
（
六
四
年
「
経
済
白
書
」
五
五
頁
）
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
ア
メ
リ
ヵ

余
剰
於
産
物
の
日
本
侵
入
を
援
助
し
、
そ
の
圧
力
を
も
っ
て
低
賃
企
を
維
持
す
る
方
向
を
み
せ
は
じ
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

て
農
茉
構
逃
「
改
善
」
政
策
は
、
小
実
上
、
災
芙
枕
茱
人
口
の
独
圧
的
な
切
拾
て
政
災
と
し
て
の
仕
格
を
前
而
に
浮
び
あ
が
ら
せ
る

と
と
も
に
、
同
民
経
済
の
倹
概
・
丁
茉
原
料
の
ｎ
姶
火
盤
を
掘
り
く
づ
す
、
従
属
的
た
篶
茉
砿
壊
政
災
に
砿
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
労
側
力
「
不
旭
」
に
た
い
し
、
低
貨
企
火
．
盤
を
仰
編
成
し
よ
う
と
す
る
第
二
の
政
災
は
、
い
わ
ゆ
る
巾
小
企
茉
の
「
近
代
化
」
で

あ
る
。
独
占
資
本
に
と
っ
て
、
そ
の
系
列
・
下
諦
下
に
あ
る
巾
小
企
災
に
お
い
て
、
若
年
の
低
賃
令
労
例
力
に
よ
る
人
海
秋
術
が
不

、
珂
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
映
り
で
、
独
｛
｝
＾
利
洲
に
形
科
を
あ
た
え
ざ
る
を
え
な
い
。
巾
小
企
災
の
「
近
代
化
」
、

す
な
わ
ち
系
列
・
下
請
下
に
あ
る
巾
堅
的
た
巾
小
企
芙
の
技
術
的
「
八
Ｈ
〃
化
」
は
、
人
海
秋
術
の
映
界
を
労
例
生
陸
仕
の
向
上
、
労

　
　
　
［
収
近
の
資
本
苓
秩
と
低
賃
金
桝
逃
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
三
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
三
九
〇
）

働
力
の
節
約
に
よ
っ
て
乗
り
き
る
と
と
も
に
、
過
剰
人
ロ
プ
ー
ル
の
維
持
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
と
み
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
労
働
省
「
雇
用
の
現
在
、
見
逝
し
、
及
び
政
府
の
に
用
対
策
」
（
一
九
六
四
年
五
月
）
、
労
働
省
「
新
労
働
政
策
」
（
一
九
六
四
年
六
月
）

　
　
参
照
。

　
　
（
２
）
　
一
九
六
四
年
「
経
済
白
書
」
五
二
頁
。

　
　
（
３
）
　
井
野
隆
一
「
ア
メ
リ
カ
余
剰
裟
産
物
と
日
本
撲
業
」
・
季
刊
経
済
・
一
九
六
四
年
六
月
号
。

　
Ｃ
　
低
賃
金
機
構
の
再
編
成

○
Ｏ
ア
メ
リ
ヵ
帝
因
主
義
に
従
属
し
な
が
ら
、
「
閑
放
経
済
」
体
制
の
も
と
で
、
帝
国
主
義
的
復
活
の
道
を
す
す
も
う
と
す
る
日
木
独

占
賓
本
羊
滋
は
、
低
賃
金
塔
盤
の
再
編
成
を
す
す
め
る
の
み
な
ら
ず
、
低
賃
金
構
造
の
い
ま
一
っ
の
煎
要
な
構
成
郁
分
で
あ
る
、
低

賃
金
機
構
の
再
編
成
と
独
化
を
お
し
す
す
め
て
い
る
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
寮
本
主
、
蔑
生
産
の
急
激
な
准
及
と
資
木
の
急
速
な
蓄
秩
は
、
資
本
主
義
企
茱
郁
門
に
お
け
る
州
対
的
過
剰
人

口
の
析
出
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
流
助
と
転
落
の
テ
ソ
ポ
を
加
速
化
し
っ
っ
あ
る
。
く
わ
え
て
、
労
働
者
の
宋
族
や
小

牛
産
－
〔
営
業
の
業
キ
や
家
族
を
、
ま
す
ま
す
広
範
な
規
挟
で
貨
労
働
の
場
に
引
き
出
し
っ
っ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諾
条
件
は
、

金
と
杜
八
ム
的
に
倣
制
さ
れ
た
挑
代
の
生
沽
、
様
式
と
の
矛
后
を
妥
脇
的
な
方
法
の
み
で
な
く
、
階
級
闘
箏
へ
の
机
繊
的
給
災
と
い
う
、

械
枢
的
な
方
法
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
杜
会
的
勢
力
が
、
ま
す
ま
す
増
大
し
っ
っ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
独
占
資

本
と
そ
の
政
府
は
、
激
化
を
予
想
さ
れ
る
広
汎
な
労
働
者
の
闘
争
に
対
時
し
な
が
ら
低
ほ
企
を
維
杵
す
る
た
め
に
、
賃
金
決
定
機
構

の
再
編
・
強
化
を
秋
版
的
に
捉
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
低
賃
企
機
構
の
仰
編
成
と
強
化
は
、
国
宋
独
占
賓
本
主
義
の
賃
金
政
策
の
面
で
も
、
ま
た
岬
別
的
な
独
占
的
な
大
企
茱
の
面
で
も



す
す
ん
で
い
る
が
、
そ
の
一
貫
し
た
特
徴
は
、
賃
金
の
民
主
的
決
定
の
権
利
を
侵
害
し
、
賃
金
の
決
定
機
構
を
非
民
主
的
な
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

も
の
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
あ
る
。
黒
川
俊
雄
氏
を
し
て
い
わ
し
め
れ
ぼ
、
「
フ
ア
シ
ズ
ム
的
賃
金
統
制
を
強
行
し
よ
う
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

○
第
一
に
、
こ
の
面
で
、
同
家
独
占
資
木
主
義
の
政
策
は
旦
ハ
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
か
。

　
ま
ず
、
一
九
四
八
年
七
月
、
「
マ
ッ
ヵ
ー
サ
ー
書
筒
」
に
も
と
づ
く
政
令
二
〇
一
号
に
は
じ
ま
る
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、

公
共
企
業
体
労
働
者
、
現
業
公
務
員
に
た
い
す
る
労
働
基
本
権
の
侵
害
が
今
日
ま
で
依
然
と
し
て
継
続
し
て
い
る
ぼ
か
り
か
、
こ
の

恥
部
を
お
お
い
か
く
す
”
い
ち
じ
く
の
葉
〃
と
し
て
猿
場
し
た
、
人
事
院
さ
え
も
邪
魔
物
扱
い
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
、
指
摘
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
策
は
ま
だ
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
口
経
連
は
、
人
箏
院
勧
告
が
民
閉
の
春

闘
相
場
に
は
ね
か
え
る
と
い
う
「
悪
循
環
は
附
じ
て
断
ち
切
る
」
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
い
、
公
務
員
賃
金
は
超
特
大
企
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

も
い
う
べ
き
政
府
〔
体
が
ｎ
主
的
に
き
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
は
じ
め
て
い
る
（
し
か
も
、
労
働
某
本
権
を
剥
傘
し
た
現
状
の
も
と
に
お

い
て
だ
）
。

　
っ
ぎ
に
、
全
同
一
律
の
批
低
賃
金
側
は
確
立
し
な
い
ま
ま
、
資
木
家
側
の
一
方
的
な
決
定
に
委
ね
た
業
者
…
桃
定
に
某
く
披
低
賃

金
の
適
用
拡
大
が
推
遮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
業
者
…
協
定
に
基
く
披
低
賃
金
」
が
、
政
府
の
主
張
す
る
よ
う
に
本

格
的
な
批
低
賃
企
制
実
施
の
た
め
の
「
杜
会
的
経
沽
的
火
盤
を
育
成
す
る
」
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
広
く
指
捕
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
の
帷
牒
で
は
こ
の
適
川
拡
大
は
、
巾
小
企
業
に
お
け
る
初
任
給
、
賃
企
の
州
対
的
上
昇
を
上
か
ら
索
伽
す

る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
」
賃
金
統
伽
の
一
つ
の
逝
几
一
に
砿
化
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
低
貨
令
機
椛
の
再
細
に
閑
連
す
る
い
ま
ひ
と
っ
の
正
要
な
施
災
は
、
欠
業
保
陳
を
巾
心
と
す
る
杜
会
保
陳
制
度
の
確
立
を
無
視
し

　
　
　
最
近
の
費
本
蓄
秩
と
低
賃
金
構
逃
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
三
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
三
九
二
）

た
ま
ま
す
す
ん
で
い
る
、
失
業
対
策
事
茉
の
再
編
成
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
全
ｎ
口
本
臼
由
労
働
組
八
口
が
闘
争
に
よ
っ
て
積
、

み
上
げ
て
き
た
矢
茉
対
策
賃
金
や
年
末
手
当
の
水
準
（
貧
弱
な
現
行
の
杜
会
保
障
の
も
と
で
は
、
そ
れ
は
Ｈ
本
の
全
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
、

失
業
に
さ
い
し
て
権
利
と
し
て
確
保
さ
れ
た
最
低
生
活
水
準
を
怠
味
す
る
）
を
切
捨
て
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
失
対
労
働
者
の
な
か
か
ら

選
別
さ
れ
た
青
・
壮
年
層
を
よ
り
倣
度
の
労
働
を
要
求
す
る
新
し
い
失
業
対
災
事
茉
や
比
閉
企
茱
に
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

本
の
低
賃
金
機
構
の
最
底
辺
を
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
再
編
成
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
唯
一
の
強
力
な

全
同
的
失
茉
者
組
織
で
あ
る
全
口
木
白
由
労
働
組
合
を
糾
織
的
に
解
体
し
、
分
断
す
る
企
凶
と
も
結
び
っ
い
て
い
る
。

側
第
二
に
、
賃
金
の
民
主
的
決
定
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
幼
き
は
、
独
占
的
な
大
企
茉
の
内
郁
火
お
い
て
も
、
執
鋤
に
系
統
的
に
す

す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
安
定
賃
金
制
度
の
採
用
、
職
務
給
の
導
入
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
長
期
安
定
賃
金
制
度
。
こ
れ
は
公
務
呉
・
公
企
体
労
働
者
に
た
い
す
る
労
働
基
本
権
の
剥
摩
に
坪
応
し
、
民
…
企
茉
に
あ
っ
て
も

賃
金
を
民
士
上
的
に
決
定
す
る
労
働
者
の
権
利
を
、
す
な
わ
ち
賃
金
闘
争
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

資
本
の
側
か
ら
す
る
労
資
閑
係
の
安
定
、
脇
湖
的
な
労
働
組
八
ｎ
主
漉
へ
の
働
き
か
げ
と
、
強
く
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。

　
職
務
給
の
樽
人
。
資
木
主
義
的
技
術
悼
新
の
も
と
で
年
功
賃
、
企
を
筏
存
さ
せ
な
が
ら
す
す
む
い
わ
ゆ
る
職
務
給
化
が
、
中
高
令
屑

の
排
除
、
そ
の
賃
企
ヵ
ツ
ト
に
結
び
っ
い
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
技
術
革
新
」
に
照

応
し
た
一
連
の
搾
取
強
化
方
法
の
一
環
と
し
て
阯
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
猪
給
化
は
、
職
循
分
析
・
職
務
評
仙
・
人

箏
考
課
の
沽
用
、
糾
織
・
作
茉
竹
〃
の
八
Ｈ
〃
化
、
定
〔
一
の
股
定
、
生
産
統
制
、
予
算
統
制
な
ど
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
独
占
的

な
大
企
茱
に
お
け
る
析
し
い
搾
取
体
系
の
中
心
環
を
な
し
て
い
る
。
し
か
も
企
茱
毎
の
複
雑
な
職
務
分
析
・
職
務
評
仙
・
人
水
考
課

と
結
今
し
た
職
碕
給
化
は
、
賃
企
の
｛
土
的
な
決
定
に
閑
し
て
も
厄
大
な
杉
禅
を
お
よ
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
企
茱
毎
に
際
眼
な



い
ほ
ど
細
分
化
さ
れ
た
賃
金
と
、
資
本
に
よ
る
個
々
の
労
働
者
の
一
方
的
な
賃
金
格
け
げ
は
、
企
業
内
に
お
い
て
個
々
の
労
働
者
を

分
裂
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
部
門
別
の
統
一
賃
金
闘
争
を
困
難
に
し
、
賃
金
決
定
に
関
す
る
労
働
者
の
氏
主
的
権
利
を
大
き
く

制
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
の
統
一
を
弱
め
る
方
向
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。

↑
ｏ
現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る
低
賃
金
構
造
の
再
編
成
の
方
向
に
っ
い
て
は
、
以
上
に
あ
げ
た
諸
項
目
に
っ
い
て
、
本
来
も
っ
と
詳
細

に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
ま
た
、
失
業
保
険
の
支
給
条
件
の
変
更
（
勤
務
六
ヶ
月
か
ら
一
年
へ
）
、
国
家
に
よ
る
児
童
手
当
支
給

票
な
ど
、
さ
ら
に
っ
け
く
わ
え
検
討
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
い
く
っ
か
の
項
目
も
、
そ
の
後
、
登
場
し
て
い
る
。
だ
が
、
当
初
の
主
題
か

ら
す
れ
ぼ
、
こ
こ
で
そ
こ
ま
で
ふ
み
こ
む
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
、
口
本
の
低
賃
金
は
、
経
済
の
「
高
度

成
長
」
に
よ
る
過
剰
労
働
力
の
喪
失
に
よ
り
、
そ
の
存
立
条
件
を
う
し
な
い
っ
っ
あ
る
と
い
う
議
論
に
た
い
し
、
過
剰
労
働
力
の
喪

失
は
現
象
の
仮
象
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
よ
り
拡
大
さ
れ
た
規
模
で
相
対
的
過
剰
人
口
の
析
出
は
す
す
ん
で
お
り
、
な
お
か
っ
低
賃
金

構
造
の
再
編
・
強
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
れ
ぼ
、
そ
れ
で
さ
し
あ
た
り
充
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
黒
川
俊
雄
氏
は
、
最
近
の
低
賃
金
構
造
の
再
編
成
に
関
し
、
賃
金
の
決
定
機
憐
の
再
編
成
を
重
視
し
、
そ
の
性
格
を
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
賃

　
　
金
統
制
」
と
規
定
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
凧
川
俊
雄
「
□
木
の
低
賃
金
構
造
」
（
一
九
六
四
年
四
月
）
三
七
一
－
四
二
二
頁
。

　
　
（
２
）
　
「
日
経
連
タ
イ
ム
ス
」
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
四
日
号
。

　
　
（
３
）
　
大
木
一
訓
「
新
た
た
”
失
業
対
策
〃
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
、
経
済
詐
蒲
一
九
六
四
年
二
月
号
。

結
び
に
か
え
て

　
以
上
は
、
一
九
六
四
年
「
経
済
白
書
」
や
「
労
働
白
書
」
の
労
働
市
場
や
賃
金
に
関
す
る
主
張
を
、
血
接
に
批
判
す
る
こ
と
を
そ

の
目
的
と
し
た
わ
げ
で
は
な
い
。
た
だ
経
済
が
「
成
長
」
す
れ
ぼ
「
完
全
雇
用
」
が
進
成
さ
れ
、
低
賃
企
も
ま
た
解
消
さ
れ
る
と
い

　
　
　
蚊
近
の
資
本
蓄
稜
と
低
賃
金
構
造
（
下
）
（
戸
木
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
三
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
三
九
四
）

っ
た
「
白
書
」
流
の
論
理
が
、
そ
の
現
状
分
析
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
限
界
を
も
ち
、
ま
た
客
観
的
に
ど
の
よ
う
な
階
級
的
役
割
を

に
な
う
こ
と
に
な
る
か
を
、
私
な
り
の
現
状
分
析
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
白
書
」
流
の
論
理
と
現
状
分
析
は
、
資
本
制
蓄
積
の
一
般
法
則
の
貫
徹
を
正
し
く
把
握
し
て
い
な
い
だ
け

で
な
く
、
も
と
も
と
そ
う
し
た
把
握
を
目
的
に
も
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
論
理
と
分
析
は
、
一
方
で
は

資
本
制
蓄
積
の
一
般
法
則
の
動
か
し
が
た
い
貫
徹
を
蔭
蔽
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
独
占
資
本
と
そ
の
国
家
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ

て
い
る
低
賃
金
構
造
の
再
編
・
強
化
の
方
向
に
つ
い
て
、
労
働
者
階
級
の
眼
を
そ
ら
さ
せ
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
主
観
的
に
は
ど
う
あ
ろ
う
と
、
す
く
な
く
と
も
客
観
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
階
級
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
な
り
の
現
状
分
析
に
関
し
て
い
え
ぼ
、
現
代
の
資
本
主
義
の
も
と
で
い
わ
ゆ
る
窮
乏
化
法
則
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
の
か
と
い
っ
た
、
労
働
者
状
態
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
と
も
い
う
べ
き
理
論
的
諸
問
題
に
っ
い
て
、
充
分
な
展
開
を

こ
こ
で
は
し
め
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
現
在
の
低
賃
金
構
造
の
再
編
成
の
方
向
に
っ
い
て
も
、
さ

ら
に
分
析
を
深
め
る
と
い
う
課
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
を
深
め
、
ま
た
別
の
機
会
に
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。


